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◎ 

世
界
文
化
遺
産
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
奈
留
島

　

奈
留
島
は
、
五
島
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
。
一
八
世
紀

末
に
大
村
藩
の
外そ

と
め海
地
方
か
ら
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
新
天
地
を
求

め
て
移
住
し
た
歴
史
か
ら
、
教
会
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
文
化
的

遺
産
が
所
在
す
る
。
な
か
で
も
江
上
地
区
は
、
平
成
三
〇
年
に
世

界
文
化
遺
産
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」

の
構
成
資
産
「
奈
留
島
の
江
上
集
落
」
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
ま

た
、
令
和
四
年
に
は
水
晶
岳
ほ
か
島
内
数
カ
所
の
五
島
市
指
定
天

然
記
念
物
が
「
五
島
列
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
の
ジ
オ
サ
イ
ト
に
登
録

さ
れ
た
。

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
奈
留
」
は
、
五
島
に
来

訪
す
る
方
々
に
対
し
、
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
な

ど
を
通
じ
て
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
五
島
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
併
せ
て
五
島
の
経
済
の
活
性
化
と

新
し
い
経
済
活
動
の
創
出
と
支
援
を
行

な
い
、
広
く
公
益
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
に
平
成
一
七
年
に
設
立
さ
れ
た
。

◎ 

滞
在
型
観
光
の
醸
成
に
向
け
て

　

当
団
体
は
令
和
三
年
に
五
島
市
の
委

託
業
務
で
「
五
島
市
奈
留
島
世
界
遺
産

離
島
人
材
育
成
基
金
助
成
事
業
　
令
和
７
年
度
事
例
報
告
❶

星
空
を
観
光
資
源
に
す
べ
く

ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
育
成

特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
奈
留　
理
事
長  

大
久
保 

憲
二

奈留島の魅力再発見
星空ツアーガイド育成事業

事業名

特定非営利活動法人DONDON奈留団体名

DONDON広場での星空写真の撮り方講座の実技指導。
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ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
運
営
す
る
こ
と
と
な
り
、
江
上
天
主

堂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
、
ジ
オ
パ
ー
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

な
ど
ガ
イ
ド
事
業
に
注
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で
気
づ

い
た
の
は
、
来
島
者
の
多
く
が
宿
泊
す
る
こ
と
な
く
、
三
〜
六
時

間
の
滞
在
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
江
上
天
主
堂
な
ど
島
の
一
部
を

観
光
し
た
ら
島
を
離
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

遠
方
か
ら
来
島
さ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
短
時
間
で

島
を
離
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
島
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
の
手
立

て
を
皆
で
考
え
、
星
空
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を

決
め
た
。
ま
た
、
民
宿
を
営
む
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
、
天
気
の
良
い

夜
に
宿
泊
客
を
海
岸
の
景
勝
地
・
千
畳
敷
に
連
れ
て
行
く
と
お
客

さ
ん
が
星
空
が
す
ば
ら
し
い
と
感
動
し
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、

改
め
て
〝
こ
れ
し
か
な
い
〞
と
思
っ
た
の
も
要
因
だ
。

　

そ
こ
で
、
島
内
で
星
空
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
た
め
「
離
島
人
材

育
成
基
金
」
を
活
用
し
て
、
島
内
講
習
会
や
先
進
地
視
察
、
一
般

向
け
星
空
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。

◎ 

星
空
案
内
の
資
格
を
取
得

　

本
事
業
が
始
ま
る
前
に
、
団
体
の
メ
ン
バ
ー
二
名
が
、「
特
定

非
営
利
活
動
法
人
星
の
ソ
ム
リ
エ
機
構
」
が
実
施
す
る
星
空
案
内

人
認
定
講
座
を
受
け
、
星
空
準
案
内
人
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
。
講
座
主
催
は
星
の
文
化
館
（
一
般
財
団
法
人
星
の
ふ

る
さ
と
）
で
、
令
和
七
年
二
月
と
三
月
に
各
八
講
座
、
延
べ
一
六

時
間
以
上
に
及
ぶ
講
義
が
あ
り
、
各
講
座
の
終
了
後
に
レ
ポ
ー
ト

提
出
が
課
さ
れ
る
ハ
ー
ド
な
内
容
だ
っ
た
が
、
無
事
に
資
格
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

四
月
か
ら
、
資
格
を
取
得
し
た
メ
ン
バ
ー
が
講
師
役
と
な
り
、

団
体
内
か
ら
希
望
者
を
募
り
、
令
和
八
年
一
月
ま
で
に
星
空
ツ
ア

ー
ガ
イ
ド
講
習
会
六
回
と
視
察
研
修
一
回
を
実
施
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
望
遠
鏡
の
仕
組
み
（
原
理
）
を
説
明
し
た
後
、

望
遠
鏡
を
組
み
立
て
、
実
際
に
望
遠
鏡
と
双
眼
鏡
を
使
っ
て
星
を

探
す
練
習
を
し
た
。
併
せ

て
、
星
座
や
星
（
恒
星
・

惑
星
）
の
基
礎
と
、
星
座

早
見
盤
の
使
い
方
な
ど
を

解
説
し
た
。

　

四
回
目
の
講
習
会
で

は
、
星
景
写
真
家
の
北
山

輝
泰
先
生
を
お
招
き
し
、

望
遠
鏡
操
作
の
指
導
を

受
け
た
。
北
山
先
生
は
以

前
、
天
体
望
遠
鏡
メ
ー
カ

ー
「
ビ
ク
セ
ン
」
に
勤
め

ら
れ
て
い
た
方
で
、
天
体

星空ツアーガイド講習会で星座早見盤の使い方を練習。
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を
望
遠
鏡
の
視
界
に
入
れ
る
“
導
入
”
の
仕
方
な
ど
を
丁
寧
に
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

視
察
研
修
は
、
九
月
に
福
岡
県
八
女
市
星
野
村
に
あ
る
「
星
の

文
化
館
」
で
行
な
っ
た
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
の
季
節
の
星
空
案

内
や
星
の
文
化
館
・
天
文
指
導
員
に
よ
る
大
型
望
遠
鏡
で
の
星
空

案
内
を
体
験
し
、
星
空
に
対
す
る
理
解
を
深
め
た
。

◎
星
景
写
真
の
撮
り
方
講
座
を
実
施

　

八
月
に
は
、
再
び
北
山
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
一
般
向
け
の

「
星
景
写
真
の
撮
り
方
講
座
」
を
開
催
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ポ
ス
タ

ー
・
チ
ラ
シ
な
ど
で
参
加
者
を
募
り
、
島
内
外
か
ら
二
四
名
の
参

加
が
あ
っ
た
。
設
定
し
た
「
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
撮
れ
る
星
景
写
真
」

の
テ
ー
マ
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
か
ら
か
、
参
加
者
の
年
齢
層
も

幅
広
か
っ
た
。
講
座
は
昼
の
座
学
と
夜
の
実
技
指
導
の
二
部
構
成

で
、
合
計
四
時
間
以
上
に
わ
た
っ
た
。
全
国
で
星
景
写
真
の
撮
影

講
座
を
行
な
う
北
山
先
生
の
講
義
内
容
は
、
大
変
わ
か
り
や
す
い

も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
参
加
者
が
各
々
Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
自
分
で
撮

影
し
た
星
空
を
投
稿
し
て
お
り
、
奈
留
島
を
Ｐ
Ｒ
す
る
新
た
な
可

能
性
を
感
じ
た
。

◎
冬
の
星
空
観
望
会
と
星
空
マ
ッ
プ
制
作

　

令
和
八
年
一
月
に
は
「
笠
松
宏ひ
ろ

有と
も

記
念
館
」
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
冬

の
星
空
観
望
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
悪
天
候
だ
っ

た
た
め
、
会
議
室
を
借
り
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
冬
の
星
空
案

内
と
奈
留
島
星
景
写
真
案
内
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
島
内
外
か

ら
二
四
名
が
集
ま
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
の
星
空
案
内
だ
っ
た

も
の
の
、
あ
る
程
度
の
評
価
を
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に
観
望
会
の
最

後
に
外
で
雲
の
合
間
か
ら
木
星
が
観
測
で
き
、
皆
喜
ん
だ
。
当
初

の
計
画
で
は
、
星
空
観
望
会
は
二
回
実
施
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

準
備
の
時
間
が
確
保
で
き
ず
一
回
に
な
っ
た
の
は
反
省
点
で
あ
る
。

　

ま
た
、
星
空
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
育
成
事
業
の
実
施
に
向
け
、
星
空

マ
ッ
プ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
た
。
星
景
写
真
講
座
の
前
に

北
山
先
生
に
奈
留
島
各
所
で
星
景
を
撮
影
し
て
も
ら
い
、
そ
の
中

か
ら
選
ん
だ
写
真
を
掲
載
し
た
。
マ
ッ
プ
の
制
作
は
地
元
の
業
者

に
依
頼
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
意
思
疎
通
に
よ
り
希
望
通
り
の
良
い
星

空
マ
ッ
プ
が
で
き
、
地
域
活
性
化
に
も
貢
献
で
き
た
。
完
成
し
た

マ
ッ
プ
は
、
奈
留
島
全
世
帯
と
全
宿
泊
施
設
、
さ
ら
に
奈
留
タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
は
じ
め
、
福
江
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
新
上
五
島
町
・

博
多
港
・
長
崎
港
の
観
光
案
内
所
に
配
布
し
た
。

◎
星
空
ツ
ア
ー
の
こ
れ
か
ら

　

当
団
体
は
設
立
か
ら
二
〇
年
以
上
の
歴
史
の
中
で
、
島
の
活
性

化
に
貢
献
し
て
き
た
と
自
負
し
て
い
る
。
し
か
し
、
近
年
は
会
員

の
高
齢
化
が
進
ん
で
活
動
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
、
新
し
い
事
業
に
取



107

り
組
む
気
力
が
失
わ
れ
て
い
た
。
特
に
、
星
空
ツ
ア
ー
は
、
福
江

島
、
新
上
五
島
町
、
小
値
賀
島
で
す
で
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
き

れ
い
な
星
空
が
見
え
る
奈
留
島
で
取
り
組
ん
で
い
な
か
っ
た
の
は
、

ガ
イ
ド
団
体
と
し
て
は
怠
慢

だ
っ
た
と
す
ら
思
う
。

　

今
回
、
離
島
人
材
育
成
基

金
助
成
事
業
を
活
用
し
て
星

空
ガ
イ
ド
事
業
に
挑
戦
し
、

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
中

で
、
団
体
全
体
で
も
う
少
し

新
し
い
事
業
に
挑
戦
し
て
み

よ
う
と
い
う
気
概
も
生
ま
れ

た
と
思
う
。
今
後
の
星
空
ガ

イ
ド
育
成
で
は
、
島
の
若
い

人
た
ち
に
も
声
を
か
け
、
当

団
体
が
指
導
役
と
な
り
、
奈

留
島
の
星
空
を
観
光
資
源
と

し
て
稼
げ
る
星
空
ガ
イ
ド
組

織
を
育
成
し
、
島
の
滞
在
型

観
光
の
推
進
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
。

大
久
保 

憲
二
（
お
お
く
ぼ 

け
ん
じ
）

昭
和
三
二
年
奈
留
島
生
ま
れ
、
親
の
代
か
ら
続
く
家
業
（
博
多
―
五

島
列
島
・
離
島
航
路
奈
留
島
代
理
店
）
に
従
事
し
な
が
ら
、
平
成
二

年
に
地
域
の
仲
間
と
共
に
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
奈
留
の
前
身
で
あ
る
、
島

お
こ
し
グ
ル
ー
プ
「W

edding Bell

」（
主
に
島
で
結
婚
式
を
挙
げ

る
若
い
カ
ッ
プ
ル
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
を
行
な
う
）
を
立
ち
上
げ

て
活
動
す
る
。
同
一
七
年
の
市
町
村
合
併
を
機
に
、
三
〇
人
以
上
の

仲
間
と
共
に
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｄ
Ｏ

Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
奈
留
」
を
設
立
し
、
同
二
七
年
に
理
事
長
に
就
任
。

星景写真家の北山輝泰先生による「スマホで簡単に撮れる星景写真」をテーマにした星空講座。

　特定非営利活動法人 DONDON 奈留の方々との懇談会の席で、各々
がスマートフォンで撮影された星空の写真を見せてもらいました。星
空の撮影は難しい、との先入観がありましたが、驚いたことにどなた
の写真にも瞬く星座の様子がくっきりと浮かび上がっていました。北
山輝泰氏による「星景写真の撮り方講座」の成果と拝察します。
　観望会当日は、曇り模様の天気で、野外での星空観察は少しの時間
しかできませんでした。しかし、代わりに実施された屋内での冬の星
座の案内もまた、大変興味深いものでした。こちらにも「星空案内人
認定講座」での学びが活かされていたように思います。
　今後、季節ごとの星空観望会の開催に加え、世界文化遺産「長崎と
天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」を構成する「江上集落」などの
文化資源と組み合わせたプログラムの開発、そして若い世代を巻き込
んだ活動の展開など、期待するところは大きいです。
　私が奈留島に伺うのは今回で 3 回目です。平成 30 年に本誌の取材
で訪れたのが最初となります。その時にお世話になった方々が、わざ
わざご挨拶に来てくださいました。奈留島の温かい風土を象徴するエ
ピソードとして付言させていただきます。

［運営委員　共立女子大学・順天堂大学兼任講師 土屋 久］

日本離島センターでは、自主的な離島住民活動を支援し、新しい活力ある
離島の実現に必要な人材の育成を図ることを目的に、「離島人材育成基金」
の運用益による助成事業を実施しています。詳細はHPをご覧ください。

離島人材育成基金助成事業運営委員より


